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小生は少年時代から海軍が好きで、大きくなった

ら海軍に入り巡洋艦に乗りたいと思つていた。太平

洋戦争中1942年(昭和 17年)ミンドウエイ海戦で、

空母 4隻 を失つた日本海軍連合艦隊はこの日を境
に、それまでの優勢から一転 して、制海権 ・制空

権を日に日に失つた。

敗戦濃厚 な国難 に赴 くべ く、小生は昭和
20年 3月 旧制中学卒業 と同時に海 葺に入隊

し、広島県大竹海兵団で lヶ 月の基礎訂‖練後、

小 日急線 ・長後駅のす ぐ近 くにあつた海胃電

測学校 (電波探知機の基礎学習 ・教育訓練を行 う

学校)の 学生として学習半ばで終戦を迎え復員。

以来、海軍が忘れ られず、日本海軍が威信を
かけて建造 した戦艦 「大和Jに 興味を持ち、広

江 崎 昭 三

ではなぜ、 「大和」は 46cn砲を装備 した世界

最大の戦艦でなければならなかつたのだろ う

か。そこには日米の国力の差とパナマ運河の存在

がかかわつていた。

太平洋と大西洋を結ぶパナマ運河の幅に制約

を受けるアメ リカの寮艦の船体幅では、とう
てい搭載できない巨大砲 を搭 載す る こ とに

よって、優化 に立てる ことが可能 であ ると

判断 された。
これが 46c m砲 搭載の巨大戦艦 「大和」の

建造が決定された理由だといわれている。しか

し航空機の躍進 によ り航 空 母艦 を主力 とす

る艦 隊編成 に変 わってい く時代 にあって、
「大和」は時代 の趨勢を変えることはできず、

悲劇的な運命を

た どることにな

った。
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島県江田島にある

!日海霞兵学校や呉

市にできた 「大和

ミュージアム (大

和の 10分 の 1模

型)」 を見学する

こと 3回 、「大和」

や 旧海霊の資料を

集 め 、 我 家 で も

250分 の 1の 横型

を 1年 7ヶ 月かけ

て完成 した。
この間、知 り得た r大和」

や海霊あれこれを添えてお き

★ 「大和」 が誕生 した時代背景

太平洋戦争開戦までは、日本海軍は日清、日露
の両戦役、第

一次世界大戦の経過をみても、制海

権 の帰趨は大艦 巨砲が決定す ると、列強海軍

も考えていた。

第 1次 世界大戦が終結 し、大正 11年 (1922

年)ワ シン トン会議で締結 された海軍軍縮条約

によつて日本の戦艦は、大正 10年 に竣工 した
「陸奥」を最後に、以後は建造 されなかつた。

主力艦の保有比率を米英 5・日 3 仏 伊 175

と定めたこの条約によつて、防衛上の不安を

余儀な くされた 日本は条約 の失 効 を 目前 に

した 1934年 、
一挙 に国 防上 の劣勢 を取 り

戻す べ く新 戦艦 の建 造計画 に着手 した。

★ 「大和」の建

造費

膨大な額に及

ぶ建造貸か ら船

体の大きさや主

砲の 日径を推測

されないように

するため、予算

は通常の大 きさの戦績 として許上 し、それに

架 空の駆逐績や潜水艦 の建造費 を上乗せす

るとい う二重帳簿方式が採 られた。建造費は当

時の金額で 1億 3千 万円強にのぼつた。当時

の 日本 の国家予算 、約 40億 円の 3%を 超

える額 であ った。

★秘密 の内に建造
「大和」の建造 は機密保持 に細心の注意

が払 われた。造船所で働 く工員は徹底的 に

身元 を調査 され、設計図は厳重に鍵のかけら

れた金驚にしまわれ、建造 ドックは連合艦隊精

令長官 といえども許可証がなければ入れなか

つたとい う。それだけでなく建造 トックには目

隠し用の屋根までつけられた。

に関す るデー タ

ます。
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「ヨブコス乏とカネライトフ十‐ムのシナジー」
海水化学で開発した天然芝 「ヨプロス芝」とカネカの断熱材 「カネライ トフォーム」がヨラボレーション

した新しい屋上断熱緑化システムが、昨年 6月発売された。夏も冬も、大幅な居住性改善と省エネで地球温

暖化防止にも効果があるため、発売以来大変好評で、常森社長は代理店展開のため全国を飛び回つている。
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九州カネ食訪問&懇 親会

平成20年3月14日 (金)、 寒 さ残 るなか九州

カネカ食品販売 (株)を 会員9名で訪間 した。

森 田社長 と坂本氏 よ り、原油価格 の高騰 。

地球温暖化による異常気象 ・中国農薬入 り餃

子事件等により、得意先に製品価格の値上げ交

渉に四苦八苦 している。

原油高騰 はプラス ッチ ク製品値上 げ ・流

通経費増大 させ 、 ト ウモ ロコンのバイオ燃

料化 によ り同価格の価上が りを指いた。

オー ス トラ リア大陸にお ける異常気象で

トウモ ロヨン ・小麦の品薄が値上げを招 き、

他 地域 での小麦か ら トウモ ロヨンヘの作付

け転換 が価格高騰 を連鎖 させてい る。 この

気象で同大陸の牧薔産業が打撃を受 け、牛肉

値上げ乳製品の品薄 を招いた。

中国農薬入 り餃子事件によ り同国の食品輸

入祭上で、わが国内の大豆 ・小豆 鍋 の値上

が りを招いたと説明された。

また、九州カネ ライ ト (株)稲 田社長 に

よる と、原 油価格 の高騰 に伴 う原料価格 の

値上が り吸収のため再生品の混入率向上 ・不

良品発生ゼ ロ等の活動をしているとのこと。

原材料の高騰などは、新聞やテ レビで知っ

てはいたが、現実に価格転嫁などで現役の諸

君が苦労 している話 を聞き大いに刺激 を受け、

ガンバ レとエールを送 りたい気持 ちになった。

続いてカネカ保険センター (株)新 口氏から

同社扱いの自転車事故にも適用 される車両保

険に関して説明を受けた。

その後鳥栖駅前の活魚料理店で現役社員

を交え、懇親会 を開催 した。会員 も新たに3

名が加 わ り12名、現役 を含 めて 18ると

な り、お互いの近況を語 り楽 しいひと時

をす ごした。

治賢崎楢

鐘華会九州支部だより

【近 況 報 告 】 (職場訪問時の返信を抜粋 )

最近、月曜日～金曜日まで整骨院 (右栂精腱鞘炎)

に通い、月に 1回 車鼻科 (中耳炎)及 び限科 (ドラ

イアイ)、56日に 1回高血圧の薬を貰いに行き、3ヶ

月に 同ヽ歯の点検という生活をしています。

去る年末、伊予西条への帰省中、大分にて自動車事

故を起こし、車は大破 (廃草)、ろつ骨骨折 (4本)。

よって 70日間ゴルフクラブは握つていません。医者
からは全治 3ヶ月と言われましたが、2か月経った2

月末に打放しに行きましたが全く平気でした。毎日

12,000歩～18,000歩位歩いているので元気です。

左膝もほぼ完治しました。

のんびりと,1

ハネパック (佐賀)で

れてきたところで坑
います。

今年は山に向かいます。

カネライ トフォームを使ったKAISUI屋上外断熱緑

化システムが好評で、成約が増えてきています。
カネカのバックアップも強力でありがたいことで

す。1年前に痛めた腰も手術をすることなくほぼ完治
しホンとしています。女房と一緒に是非参加したい

と思つていたのですが、当日代理店つくりの詰めの

ため篤取出張のため、残念ながら出席できません。

私事にて欠席させてもらいます。

静力Wこ過ごしています。ご無沙汰をわびます。

昨年 5月 に大腸窮手術後、順調に回復していま抗

今年の例会には出席できると思います。

自治会活動も少しずつ拡げ、日舎生活を楽しんでい

ます。今回は都合により欠席しますが、メリットが

あればカネカ保険センターをよろしく !(OBで す)

まだ、現役です。ボランティア、テニス、マージャ
ン大会とかにも出ていますのでにしくしています。

1年 を過ぎ、九州1の土地に慣

今年はゴルフを始めようと思

(敬称略)



年 月 日 活 動 内 容

20 01 26 (鐘華会役員会)
02 06 支部幹事会

03 14 職場訪間 ・懇親会 (12名参加)

【

◇

平成 20年 度 支 部活動報告 】

既に実施した行事

◇ これからの予定

(特記事項)

◇ 九州‖カネ食訪問と懇親会は、総勢 18名 (内鐘華

会 12名 )と 大立Wこもりあがりました。(3ペー

ジ参照)

【定例役員会報告】

◇ 平成20年 1月 25日 (金)15時 よリカネカ声屋

荘にて定例役員会が開催されました。
◇ 主な内容は下記のとおりです。

① 平成 19年度会計報告並びに監査報告

② 各支部の19年度活動報告 ・20年度計画

③ 20年度予算審議、承認

特に支部活動費は、増額された。(ブL州‖支部は十

22,600円 例 会写真プリント代等に充当)

④ カネカクラブ移転に伴いカネカクラブ運営委

員会を再編した。

③ 支部役員の交替 (敏称略)

(滋賀)支 部長 富 岡正美→回中

(本社)支 部長 外 出裕茂→大西

副支部長 後 日決定

⑥ 早)会 長挨拶要旨

次の件につき活発な議論をお願いしたい。
・支部活動費の有効活用について
,杉転に伴うカネカクラブの運営について

鐘華会九州支部だより

【 人 の動き 】

◆ ご冥福をお祈りいたします ◆

縄日 順 孝さん

平成20年 5月 1日 ご 逝去

事年 ?4歳

今年の 1月、初期の胃ガンが見つかり入院。検査
の結果、勝肌ガンも見つかり同時に手術。経過は良

好で 5月 には退院予定だったが、病状が急変して 5

月 1日 にお亡くなりになりました。

今年の九州カネ食への職場訪問 (3月 14日 )欠席
の連絡をもらい、いつも出席されるのにと気にはな
つていましたが、あの元気な縄田さんが亡くなられ

たと連絡を受け、本当に驚きました。

昨年、カネカメデックスを訪問した時は、記事を

快く引き受けていただき、鐘華ニュースにも載せま

したがそれが、最後となりました。
「鬼がわら」のような顔で、一見恐い感じのオジ

サンでしたが、奥様の話では家庭では大変やさしい

オ トウサンだったそうです。

心よりご冥福をお祈りいたしま坑   (中 村 記 )

武

優

年 月 日 活 動 予 定

20 05 15 支部だより第 14号発行
05 17 第 18国 CC,あ ひる会
07 (鐘華ニュース第 59号 )
08 (鐘華会役員会)

08 (支部幹事会)
10 第 19口 GC

11 支部例会

支部だより第 15号 発行

あとがき

縄田さんの悲報に接し、あんなに元気だつたのに 1と信じられませんでした。改めて人間の運命を感じま汽
・江崎さんが 「大和Jの 模型を作成中という話を聞き、「戦艦大和の生涯Jを 連載でお願いしました。「大和」の

関するデーターも沢山いただきましたが、中し訳ありませんが割愛させていただきました。
・KAISUI屋 上緑化システムは正に鐘華会とカネカ現役との交流から生まれた製品で坑 これからの飛躍を

大いに期待したいものです。詳しく知りたい方は 「海水化学Jの ホームページをご覧下さい。
・九加カネ食を訪問時、原料高騰で何日値上げしても追い付けないとの話を聞き、第 1次 ・2次オイルショック
の時のことを思い出しました。値上げでにしいのにのこのこお邪魔して、中し訳ないような気分でした。
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